
• ただ今、ご紹介に預かりましたCFOの横山でございます。

• 本日13:15に東証適時開示情報および弊社ＨＰにて発表いたしました、第1四半期決算について、ご報告
申し上げます。

• お手元に「2019年3月期 第1四半期決算短信[IFRS]（連結）」、「第1四半期決算 補足資料」、「第1
四半期決算（参考資料）」をご用意ください。

• まず最初に、弊社の会計方針の変更についてご報告いたします。先の2018年3月期 通期決算でもご案内
いたしましたが、弊社では2019年3月期第1四半期決算からIFRSを適用いたしました。今回の決算発表資
料から、すべての開示資料はIFRSに基づいて公表しております。

• それでは、主に「第1四半期決算（参考資料）」を使いまして、当期の業績について、お話ししますので
、よろしくお願いいたします。



• スライド１をご覧ください。エグゼクティブサマリーになります。

• 今年度は即席めん誕生60周年という節目に当たり100年ブランドカンパニーへ向け更なる飛躍を目指しま
す。

• 国内は周年商品の強化と関西工場の建設、海外はカップヌードルのグローバル化とエリア戦略の加速を
中心に展開していきます。

• 第1四半期の連結業績は、増収増益で着地しました。

• 国内は即席めん事業、冷凍事業を中心に増収・増益となりグループ全体を牽引しました。海外はアジア
が好調に推移したものの、米国事業で市場環境・経済環境の変化の影響を受けたことから売上は増収と
なりましたが、利益は前年比マイナスとなりました。
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• スライド2をご覧ください。第1四半期の実績サマリーになります。

• 売上収益は、前期比プラス21億円増収の1,034億円となりました。

• 営業利益は、前期比プラス40億円増益の128億円で着地しました。

• 親会社の所有者に帰属する四半期利益は、前期比プラス19億円増益の83億円で着地しました。
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• スライド3をご覧ください。セグメント別売上実績の情報です。

• 国内が11億円増収の769億円、海外が9億円増収の265億円で着地しました。
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• スライド4をご覧ください。各セグメントの詳しい売上増減要因を記載してあります。

• 日清食品、明星食品につきましては、主要ブランドおよびカテゴリーの販売状況を説明するためにIFRS売
上ではなく、メーカー出荷額ベースでコメントしておりますのでご了承ください。

• 日清食品は、売上が431億円と前期比2億円の増収となりました。カップめんでは主力ブランドの「カップ
ヌードル」、「どん兵衛」、「U.F.O.」が前期実績を上回り、前年比+2％。袋めんも、「チキンラーメン
」ブランドが好調なのに加え、昨年秋に発売した「お椀」シリーズが純増となり、前年比+2％で着地しま
した。その他カテゴリーは「ぶっこみ飯」、「カレーメシ」などの販売増が一巡したこともあり、前年比
マイナスで着地しています。

• 明星食品は、81億円と8億円の増収となりました。カップめんでは「一平ちゃん 夜店の焼そば」が復調し
たのに加え、昨年発売した「旨だし屋」が純増し、前年比+10％で着地しました。袋めんも、「中華三昧」
の強化が奏功し、前年比+2％で着地しました。

• 低温事業は、チルド事業で市販用商品が引き続き伸び悩んでいますが、市販用以外の調理めんでの伸びも
あり増収で着地しました。冷凍事業は引き続きラーメンがけん引し増収となりました。その結果、このセ
グメントの売上は137億円と3億円の増収となりました。

• 菓子・飲料事業は、日清シスコは4月の自主回収の影響もあり、シリアル事業は減収となりましたが、菓子
事業は好調を維持しています。日清ヨークは、基幹ブランドの「ピルクル」の売上は順調ですが、ヨーグ
ルト飲料市場の低迷と競争激化の影響があり減収となりました。ぼんちは、米菓市場の落ち込みの影響を
受け減収となりました。

• 米州地域は、3億円減収の131億円となりました。為替の影響10億円を引いた実質的な伸びは7億円となりま
す。

• 米国は数量ベースでは前年比プラスですが、市場価格低下の影響で売価がダウンし減収となりました。メ
キシコは「カップヌードル」の売上増、「U.F.O.」の純増、価格改定効果で増収となりました。ブラジル
は、経済の復調で、袋めんが売上を伸ばし、更に価格改定効果も加わり、ここに「カップヌードル」の新
フレーバーの好調な立ち上がりも貢献して大幅増収となりました。

（次ページに解説つづく）
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（スライド４ 解説つづき）

• 中国地域は、5億円増収の92億円の売上となりました。為替影響1億円を差し引いた実質的な伸びは4億円で
した。香港では「出前一丁プレミアム」、「一風堂」、「ビッグカップヌードル」が売上増に貢献し、3％
の増収となりました。大陸では「カップヌードル」の売上増、「拉王」、「一風堂」の売上が純増となり5
％の増収となりました。

• アジア地域は、2億円増収の24億円の売上となりました。為替影響は軽微でした。アジア地域では、特にタ
イが10バーツ商品が好調でアジア地域を牽引しています。またインドでは営業体制の強化の効果もあり、
袋めん・「カップヌードル」ともに好調で増収に貢献しました。またベトナムも売上規模は小さいものの
「カップヌードル」の販売が伸びて増収となっています。一方、シンガポールは市場が緩やかに縮小して
いる影響で微減収でした。また、インドネシアは昨年の韓国製品のハラール問題は解消に向かいつつあり
ますが、大幅なリニューアルに向け一部商品を休売している為減収となりました。

• EMEA地域は、4億円増収の18億円の売上となりました。為替影響1億円を差し引いた実質成長は3億円です。
欧州地域は、「Soba」が引き続き好調で、またプレミアフーズ社のOEM商品「Super Noodle Pots」も順調
です。またトルコの合弁事業も増収となっています。

• 続きまして、セグメント別の営業利益情報です。スライド5をご覧ください。

• 国内は、57億円増益の135億円で着地しました。特殊要因として国内の不動産売却益が52億円発生しており
、その影響を引くと5億円の増益となります。

• 海外は、16億円減益の7億円で着地しました。

• そこに、グループ間調整費などのマイナス14億円を合算した128億円が、当第1四半期の四半期利益となり
ました。

• 続いて、セグメント別の営業利益の増減要因をご説明します。スライド6をご覧ください。
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• スライド6には、非経常損益の影響を考慮した資料を用意いたしました。時間の都合上詳しい
解説は割愛いたします。



• 続いて、セグメント別の営業利益の増減要因をご説明します。スライド7をご覧ください。

• 日清食品は、増収による増益効果、品種ミックスによる原価率の減少、広告宣伝費の減少が増益に寄与し
、販売費のミックス影響による費用増、関西工場の立上費用、工場の再配置による一時的な在庫拡大によ
る物流費増、減価償却費増などの減益要因を上回り、2億円増益の59億円の営業利益となりました。

• 明星食品は、広告宣伝費の増加、原材料コスト増はありましたが、売上による増益効果が上回り、1億円
増益の8億円の営業利益となりました。

• 低温事業は、チルド事業が原材料コスト増、物流費増で微減益となりましたが、冷凍事業の増益もあり、
前年利益を維持し、7億円の営業利益となりました。

• 菓子・飲料事業は、日清シスコが原価コストの削減と広告宣伝のカットの影響などもあり増益となりまし
た。日清ヨークとぼんちは微減益となりました。また持分法による投資損益が前年比プラスになったこと
により、このセグメントの営業利益は微減益の8億円となりました。

• 尚、持分法による投資損益の状況につきましては、補足資料の5ページに記載がありますので、併せてご
確認ください。

• 国内その他では、不動産の売却益が52億円発生したことで、前期比53億円増益の55億円の営業利益となり
ました。

• 米州地域は、昨年から14億円利益を落とし3億円の赤字となりました。米国では、製造原価・営業費用・
物流費などの費用増の影響が大きく大幅に利益を落としています。メキシコは販売数量増に値上げ効果も
加わり増益となりました。ブラジルは昨年度、火災保険の受取が約4億円ほどありましたので減益となり
ましたが、その費用を除くと利益増となっています。

• 中国地域の営業利益は、2億円減益の4億円となりました。香港では新製品の導入料、上場による体制強化
の費用増もあり減益となりました。大陸は浙江工場の償却費増に加え、それ以外の工場においても生産強
化、物流強化などの投資を進めたことから償却費用増となっています。そこに販売強化のための人件費増
も加わり、前年利益を下回って着地しました。

（次ページに解説つづく）
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（スライド７ 解説つづき）

• アジア地域の営業利益は、2億円増益の5億円で着地しました。特にタイでは10バーツ商品が好調なこと、
またアジア圏の生産拠点として工場の稼働も安定したことが増益につながりました。その他、インドでも
売上増を背景に赤字縮小となっています。それ以外のシンガポール、インドネシア、ベトナムは前年利益
をわずかに下回っています。また、このセグメントの持分法による投資損益も1億円強のプラスとなって
います。

• EMEA地域の営業利益は、欧州では昨年7月に稼働を始めたハンガリー工場の償却費増がこの第1四半期まで
影響すること、持分法による投資損益も前年を下回ったことにより、1億円減益の1億円の着地となりまし
た。

• 続きまして、営業利益の費用別増減分析です。スライド8をご覧ください。

• では、国内の分析から説明いたします。

• 売上増により2億円の利益増、

• 原価率変動では2億円の利益増につながっています。国内の原材料のコストは2億円上がっておりますが、
品種ミックス、事業ミックスによる効果が大きかったことによります。

• 物流費比率の変動による影響は3億円の費用増となっています。生産の再配置による一時的な在庫保管料
のアップが響いています。その他、低温、菓子事業などは若干物流費も上がっているようです。

• 減価償却費は、2億円の費用増となりました。

• 広告宣伝費は、2億円の費用減となっていますが、通期全体では広告宣伝費は1億円の増額を予定していま
すので、年間の中で調整されるものと考えています。

• 一般管理費は、4億円の費用減となっていますが、期ずれ分や通期で支払う費用などがあり、年間の中で
調整されるものと考えています。

• 最後に、その他損益増減で、52億円の利益増になっていますが、これは不動産売却益52億円の影響で、そ
れ以外は前年並みの着地となりました。

（次ページに解説つづく）
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（スライド８ 解説つづき）

• 続いて、海外についてご説明いたします。

• 売上増による影響は、3億円の利益増、

• 原価率変動による影響は、4億円の費用増になっています。これら増加の主要因は米国における原材料コ
スト増と製造コストの高騰の影響です。

• 物流費比率の上昇による利益減は3億円ですが、これも米国における物流費増が主要因です。

• 減価償却費の2億円の費用増は、主にハンガリー工場、中国の浙江工場によるものです。

• 広告宣伝費の1億円の費用増は、主に米国・香港での費用増です。

• 一般管理費では3億円の費用増になっていますが、主に中国事業における費用増となります。

• 最後に、その他損益増減で6億円のマイナスとなっていますが、内、4億円は昨年受け取ったブラジルの火
災保険金の影響です。

以上にて、2019年3月期 第1四半期の決算の概要についての説明を終わらせていただきます。なお、参考資
料APPENDIX以降に、「2018年度事業計画」の2017年IFRS実績のアップデート版と、それに基づく「2018年度
事業計画」の営業利益の増減予想を用意させていただきましたのでご確認ください。

また、決算発表のタイミングで投資家の皆様にメールにて配信しておりました国内主要会社の月次資料は「
補足資料」23ページに記載し、クローズド情報からオープン情報に切り替えましたので、ご確認ください。

最後になりますが、今月は日清食品の関西工場の第1期工事が完了し、稼働が始まります。省人化や高効率な
生産設備を配する新工場の将来性に期待は膨らむものの、第2四半期以降は、工場の立上げ費用や設備の減価
償却の開始など費用増の局面に入ります。また米国においても値上げの浸透など事業環境変化に注意深く対
応する必要があります。第2四半期以降も期初に掲げた事業計画達成に向け全力で諸施策を遂行していくつも
りです。引き続きよろしくお願い申し上げます。

以上で説明を終わります。
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